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【取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【学校教育目標】 

心豊かで、たくましく生きる子どもの育成 
 

【本校の課題】 

〇同年代の子どもがいないため、ともに体力を向上させようとする意欲が高まりにくい。 

○少人数のため、身につけた技術を実践で競い合う機会が少ない。 

 

保健体育の授業での取組み 

 

・多種多様や運動に取り組み、運動経験を高

めていく。 

・運動やスポーツの意義を正しく理解し、目

的意識をもって取り組めるようにする。 

・新体力テストの結果を分析し、不足してい

る体力についての補強運動を取り入れる。 

・マラソン大会に向けて、体力や技術のアッ

プを図る。 

 

 

 

【現状】 

・体力をつけたいという思いはもっており、授業にも積極的に取り組んでいる。 

・現在はバドミントンの練習を中心にしている。小学生と一緒に授業するときは、鬼ごっこ

などをしてよく体を動かしている。 

・これまでの運動経験が乏しく、ボールや道具を使う技能や、自分の体を思い通りに動かす

力が不十分である。 

養護教諭や家庭との連携 

 

・保護者に対して、食事や規則正しい生活の体

づくりに与える影響について知らせ、日常生

活における保護者の協力を得る。 

・けがを防ぐために、体幹トレーニングの必要

性を養護教諭とともに指導し、普段から実践

する。 

 

 

【目標】 

〇食事面や生活面から体力の向上させるために、家庭との連携を図る。 

〇新体力テストが全員 C 評価以上になるように、計画的に体力づくりに取り組む。 

〇いろいろな競技、スポーツをある程度こなすことができる運動技能、運動経験を積む。 

 


